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植物の蒸散量を左右する要因とは

熊本県立八代巾学校 1・3年 生物研究班 後藤 和佳子 ほか4名

研究の動機

昨年の東日本大震災以降、省エネ対策のーっとしてー緑のカーテンJ といった取り組みが雫る所

でなされているc この対策では、葉から木恭34として放出される以化熱によって涼しくなることを

聞いた。蒸散t誌を決定づける要因はイロJであろうか?その点について木研究を行うケとにした。

2 研究方法、結果及び考察

本研究 I 各植物の一日を通じた蒸散量の変化

天候「曇、雨J 12 : 15..-.__， 12 : 45は、雨のため、測定不I-IJ

・午前巾から全体的にー貫して、蒸散量は減少傾向になる。

・種類によって蒸散量;こぷがみられ、ヘチマが高い蒸散量をほこる。
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※11 : 15..-.__， 11 : 45で蒸散量が下がるのは、光合成をしているからで、逆に、天候の悪化により蒸

散するための要因が変化したため、蒸散量が減少したとあ考えられる G

天候|晴れJ I 伽蝿砕担増加齢融m

・11: 15~ll :-1 5が|曇、雨J とは逆で、恭制が上がる。 I~;1 A Ir= 
.アサガオ①とへチマ①の生化が似ている。 11~トd合誌~ 11李登
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.アサガオ③とニガウリ②の変化が逆になっている。 I~; I ............ .-→~←;;;1 

・13: 1ト 13: 45に、ピワの蒸散量がひどく落ち込んでいる。 I///////
※ビワの蒸散量の繕ち込みについてだが、測定したビワの葉は、属頃になると半分くらいが影;こ

なっていることが関係しているのではないだろうかのまた、ビワの葉は他のツタJ荷物と比べ葉

の色が|暗緑色~濃緑色であり、表而il;;t度にかなり違いがあるのではないかと感じた。

※蒸散には、正午ーに落ち込みがある(タイプ①L この落ち込みを「蒸散の小休止J と命名するG

匪記:」煩μ♂受ふ窓数舵刻除虫幻泳三二以涜幻ふ
タイプ①正午前、正午をピークに次第に減少したあと、増加する 円 E

傾向(右上図)グラフ 2の|ヘチマ③JIピワJ

※この谷聞を|恭散の小休Ir.Jと呼ぶことにする。

タイプ② I正午前、 l正午をピークに次第に減少する傾向

グラフ 2の「アサガオ①②③Jrニガウリ②J

本研究E 葉の一定面積あたりの蒸散量

.ビワは|司同和の蒸散量があまり多くないc

(右卜凶)

「ヘチマ①J

.アサガオは天候に関係なく、他の植物と比べて同而積での蒸散量

が高めであるω
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※天候の差が示している通り、

の差が感じ取れるc よって、

があるc

面積による差が|晴れJの時が大きい。支た、種類によってもそ

一定由.積内による気孔数や気孔のλきさとの関係を調べる必要件ー

匿記:殺虫み忠弘宏史強態込設甥殺現ふ漫数以乏お思般建設三校又
本研究E 日なたのi温度が蒸散量へ与える影響

・温度が高くなるほど蒸散量は高くなる傾向にある。
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-ある温度を境に増加していた蒸散量が気温が高いににも関わら

ず減少している。

※理論的には気温が高ければ蒸散量も多いはずだが、そのような

グラフには必ずしもならなかった。気温による蒸散量の増加を

押さえる別の要因が存在したことが考えられる。

匡誼:隷2忍は懇黙裂娘一義ふゑ湯取込免
れる。

本研究W 気孔と蒸散量の関係

①種類による気孔の数が蒸散量に与える影響

.アサガオ、ニガウリ、ヘチマで、大差はなく、ピワだけが少ない。

※同而積の蒸散量で、ピヲの蒸散量があまり多くないことに関係

している左考えられる。

医孟司:£な恩恵想議意思又なええは以漢民
あるのは、気孔の数が関係している。

②種類による気孔の大きさが蒸散量に与える影響

.アサガオは、葉の大きさ(若さ)による気孔の大きさの違いはほとんどない0

・気孔の大きさは、全体的に1O~20μmの範囲に落ち着く。

※気孔の大きさが小さい二ガワリと大きいヘチマを比べると1.5倍以上の差がある。この 2種類で

考える左、気孔が同数であれば、気孔の大きさの差が蒸散量に反映される左予想される。また、

若いアサガオの葉でも、早い段階で気孔そのものが完成されていると考えられる。

匡蚕司:建設法以匁ほ及ぶ悲恋是ふん忠心強志匁民法辺捜卒誌と;
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本研究V 葉の高さ(若さ)が蒸散量へ与える影響

葉の高さを変えて測定した蒸散量(アサガオ②)

・高さごとの蒸散量は、 4.5m付近で最も高くなっている 0

.O.5m "'2.0mくらいまでは、あまり差がない。

※植物は上に伸びるので、上にある葉のほうが若いと考え

られる。植物も人間のように、中くらいの年代が元気であることが分かつた。

匿記:表意是主立心意エ之ゑぶ去に表玄ゑふ足親鳴に設え窓毘設立弘与
本研究明 「蒸散の小休止」が発生する要因 ~モデル実験(水の;疑集力について)，..，

蒸散に必要と言われる水の凝集力の働きについて調べるため以下のモデル実験を行った。

1]]$1 :ガラス製の7.5cmで直径1.56皿の筒に、こょったティッシユを 1本通し、下から 5cm出す。

それを10本束ねて実験した。メスシ日ンダーに食紅液をlOmL入れ、ガラス管の下から 1cm 

を液につける。メスシリンダーの上部には、紙粘土でふたをした。また、ピヲの蒸散実験

時の条件に近づけるように、電灯で照らして気温を約30"Cに保った。 5分おきに全体量を

劃定し、その変化量を調べた。

・グラフより、全体の変化量が下降、

その後 1度上昇している。「蒸散の

小休止」に酷似している。

※これは、上部で急激な水分の蒸発が

起きた左き、水分を速やかに供給できないこ左を示している。

匡司:斗慈恵ω法ιほ急激怠悉鼠誌ゑみえ£易総漣ェμ必己故ぇ
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